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わ
が
村
も
地
域
総
合
開
発
と
い
う
「
世
書
、
保
健
お
よ
び
福
祉
活
動
、
村
民
五
三
年
度
中
に
建
設
す
る
山
振
第
二
期

新
し
い
村
づ
く
り
」
に
取
D
く
ん
で
、
の
交
歓
の
場
と
し
て
「
活
力
あ
る
村
づ
(
五
一
年
j
五
四
年
)
施
策
の
目
玉
事

す
で
に
一

O
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
く
り
」
の
総
合
一
体
的
な
拠
点
に
し
よ
業
で
す
。

ま
す
が
、
こ
の
た
び
着
工
し
た
「
基
う
と
い
う
も
の
で
す
。
実
施
設
計
な
ど
、
具
体
的
な
作
業
を

幹
集
落
セ
ン
タ
ー
」
は
山
村
振
興
事
業
以
下
、
こ
の
事
業
の
計
画
経
緯
や
施
す
す
め
る
段
階
に
至
っ
た
昨
年
の
九
月

の
う
ち
特
別
対
策
事
業
と
し
て
実
施
し
設
の
内
容
に
つ
い
て
概
要
を
お
知
ら
せ
頃
か
ら
、
村
の
予
定
し
て
い
た
建
築
位

し
ま
す
o

置
の
植
松
が
全
村
的
合
意
に
至
ら
ず
、

一
事
業
計
画
の
経
韓
村
議
会
や
区
長
会
、
各
種
団
体
代
表
者

こ
の
事
業
は
=
一
年
前
の

S
五
O
年
に
等
に
よ
る
た
び
か
さ
な
る
協
議
の
な
か

計
画
し
、
県
及
び
国
の
認
可
を
受
け
S

で
、
出
合
、
土
や
し
ろ
と
変
転
し
ま
し

た
が
本
年
六
月
末
、
巌
終
的
に
当
初
予

定
の
植
松
に
決
定
し
ま
し
た
o

二
施
設
の
内
容
、
事
業
予
算

付
敷
地
面
積
は
一
、
三
=
一
二
ぽ
(
う

ち
建
築
面
積
一
一
一
一
五
ぽ
)

./'¥ミh
v
-
て
い
る
も
の
で
す
。

J
d
一
こ
の
施
設
は
、
村
の
産
業
振
興
上
不

一
可
欠
の
農
林
業
等
の
経
営
知
織
や
生
産

一
技
術
の
研
修
、
情
報
交
換
、
生
活
改
善
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同
建
物
の
構
造
規
模
は
鉄
筋
二
摺
建

一
部
一
一
一
階
で
冷
暖
房
っ
き
。

地
階
二
九
一
，
町
、
一
階
一
一
一
一
一
凶
、
一
一

階
二
四
C
M、一部一一一階一一一一

U
、

同
総
事
業
費
は
九
八
、

O
二
二
千
円

(
う
ち
、
事
務
費
二
八
六
千
円
、
設
計

監
理
委
託
料
一
二
、
一

O
O
千
円
、
備
品

費
一
二
、
三
=
一
四
千
円
、
工
事
請
負
費
九

二

三
O
O
千
円
)

例
建
築
設
計
円
煙
者
は
松
山
市
の
玉

井
建
築
設
計
事
務
所
長
玉
井
俊
次

三
入
札
お
よ
び
契
約

什
工
事
句
入
札
に
指
名
し
た
業
者

長
浜
町
、

K
K
一
宮
工
務
居

大
州
市
、
村
上
工
業
株
式
会
社

( S. 53. 10 
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女 子 1，114 
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河辺村人口動態

河
辺
村
、
河
辺
建
謹
株
式
会
社

八
憤
出
市
、
大
任
建
設
株
式
会
社

松
山
市
、
福
本
建
設
盤
札
会
社

同
工
事
指
名
競
争
入
札
は
本
年
七
月

一
四
日
午
後
一
時
三
一
O
分
よ
h
y
村
役
場

に
お
い
て
執
行
。

倒
落
札
お
よ
び
工
事
請
負
業
者
は
河

辺
建
設
株
式
会
社
社
長
大
野
喜
久
雄

同
工
事
請
負
金
額
は
九
一
、
三
0
0

千
円

以
上
の
よ
う
な
事
務
手
続
き
を
経
て

七
月
一
七
日
に
工
事
の
仮
契
約
ぞ
結
び

同
月
二

O
日
に
起
工
式
を
行
い
工
事
に

着
手
し
ま
し
た
。

八
月
二
白
に
は
臨
時
村
議
会
を
開

き
、
工
事
請
負
契
約
締
結
の
議
会
承
認

(
一
二
千
万
円
以
上
の
工
事
は
議
会
の
議

決
が
い
る
)
を
受
け
て
本
契
約
を
な
し
、

現
在
、
杭
打
ち
練
D
込
み
な
ど
の
基
礎

工
事
が
す
す
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
工
事
が
無
事
に
宿
工
す
る
よ
う

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
o

ヅ
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1
1
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「
父
と
娘
」
:
:

…
こ
の
十
年
間
、
年
に
一
度
は
必
ず
し
か
し
、
い
つ
ま
で
恥
ず
か
し
が
つ
み
つ
い
た
大
阪
に
い
て
も
、
常
に
自
…
な
に
も
「
母
と
娘
」
を

一
ふ
る
事
訪
ね
る
こ
と
に
し
て
い
ま
で
い
て
も
・
・
・
と
思
い
、
あ
る
時
、
慢
を
し
て
皆
ぞ
う
ら
や
ま
し
が
ら
せ
…
対
比
し
よ
う
と
す
る
の

一
す
o
そ
の
た
び
に
道
路
の
新
設
、
拡
山
奥
の
ふ
る
里
の
こ
と
に
つ
い
て
思
い
て
い
ま
す
し
、
私
自
身
、
心
の
寄
り
一

九

む

で

は

な

い

が

、

父

と

娘

一
個
、
舗
装
、
そ
し
て
砂
防
ダ
ム
の
建
切
り
自
慢
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
o

ど

こ

ろ

に

し

て

い

ま

す

。

…

U

-

一

の

関

係

は

何

か

情

緒

の

ム
設
な
ど
、
次
々
に
環
境
が
整
備
さ
れ
「
草
深
い
山
奥
だ
が
、
夏
は
涼
し
く
眼
中
学
校
を
率
業
し
た
年
に
ふ
る
里
一

…
て
い
る

Eに
気
が
つ
き
ま
す
o

も
美
し
い
、
渓
谷
に
は
ア
メ
の
魚
も
い
を
離
れ
て
い
ま
す
の
で
、
約
三
十
年
…
匂
い
を
も
っ
て
い
る
。

一
し
か
し
、
遠
く
大
阪
に
い
て
ふ
る
る
o
ま
た
大
洲
へ
来
る
に
は
、
臨
の
川
も
経
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
o

…

娘

を

嫁

が

せ

る

父

親

亡
者
偲
ぶ
と
き
は
、
い
つ
も
一

-5年
ま
で
半
日
歩
い
て
@
@
@
己
な
ミ
今
し
た
が
っ
て
、
物
心
が
つ
き
始
め
一
の
寂
し
さ
、
復
雑
な
感

{
前
の
ふ
る
き
と
し
か
浮
か
ん
で
き
ま

l

l

i

l

i

-

-

I

l

l

-

て
か
ら
中
学
卒
業
ま
で
の
期
間
は
わ
一
情
の
起
伏
な
ど
は
、
ょ

…
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
私
の
「
ふ
る
一

;
i

一
ず
か
十
年
前
後
で
、
河
辺
村
に
住
ん
叩
く
ド
ラ
マ
な
ど
で
も
描

…

里

に

望

む

」

は

私

の

少

年

期

の

淡

い

一

宮

宜

一

だ

期

間

は

そ

の

後

の

歳

月

品

工

か

れ

て

い

る

o
こ
の
点

~

思

い

出

話

し

に

終

始

し

て

し

ま

う

お

一

ラ

由

一

て

大

変

短

い

も

の

で

す

o

v

母
親
は
、
寂
し
い
に
は
違
い
な
い
が
、

国
一
そ
れ
も
あ
D
ま

ず

。

一

f
市
!
:
一
し
か
し
、
精
神
の
発
達
朗
に
お
け
九
自
分
自
身
が
歩
ん
だ
道
で
あ
る
た
め
か

ダ

一

ヱ

私

日

昨

日

計

一

兄

望

保

畑

一

目

立

時

計

れ

に

弓

せ

る

こ

と

で

は

、

案

外

気

丈

ン
一
ヰ
~
が
な
く
、
ま
た
ラ
ン
プ
を
燈
す
石
油
一
応
府
与
一
姓
一
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
が
わ
か
り
ま
一
私
も
三
人
の
娘
を
つ
ぎ
つ
ぎ
と
嫁
が

す

…

す

ら

な

い

の

で

夜

は

早

く

寝

て

し

ま

一

る

城

久

畑

一

す

o

了
、
他
聞
に
も
れ
ず
父
親
の
震
な
心

J
ケ

っ

か

、

あ

る

い

は

タ

イ

マ

ツ

を

燃

や

一

部

:

一

迫

り

く

る

山

C
Tう

に

E味
わ
っ
た
。
人
間
と
は
勝
手
な
も

;
九
し
て
勉
強
す
る
し
か
方
法
が
な
か
っ
一

a

ド

ヘ

一

し

て

流

れ

る

渓

流

、

そ

れ

に

し

沿

っ

て

九

時

一

』

g

一

切

の

で

、

自

分

達

も

過

去

何

十

年

か

前

に

~

た

の

で

す

。

「

ー

ー

ー

1

1

1

1

1

1

I

l

l

i

-

-

」
遠
々
と
続
く
道
路
、
山
の
様
、
み
ん
ザ

吋

「

1

1

1

l

i

l

i

a

-

-

1

1

1

L

m

親
達
(
家
内
の
両
親
)
に
、
寂
し
い
思

九

ま

た

、

交

通

機

関

は

な

く

大

洲

と

な

私

達

の

自

慢

に

価

す

る

か

ふ

る

里

ρ

九

九

~

い

や

心

配

を

さ

せ

た

こ

と

を

、

今

ま

で

}

か

長

浜

の

町

へ

行

く

機

会

は

ほ

と

ん

ま

で

恥

ず

か

し

い

と

思

っ

て

い

た

こ

と

で

す

。

一

叩

♂

気

付

か

ず

に

い

た

の

で

あ

る

内
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
全
部
自
慢
げ
に
話
し
た
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
ふ
る
里
を
守
っ
て
下
付

~

九

年

頃

の

娘

を

持

つ

父

親

で

あ

れ

ば

、

日
高
校
入
学
で
、
あ
こ
が
れ
の
大
洲
そ
れ
以
来
、
冷
や
か
さ
れ
る
こ
と
は
ざ
る
河
辺
の
方
々
に
感
謝
し
ま
す
と
一

国
一
に
住
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
級
な
く
、
む
し
ろ
「
そ
の
よ
う
な
秘
境
に
共
に
、
こ
れ
か
ら
も
河
辺
村
が
青
少
…
或
る
目
、
或
る
時
「
お
父
さ
ん
実
は
:

画
一
奈
良
田
舎
者
と
し
て
よ
く
冷
や
も
似
た
所
へ
行
っ
て
み
た
い
」
と
大
変
年
に
は
強
烈
な
印
象
を
与
え
、
し
か
…
」
と
娘
号
、
結
婚
の
相
談
事

一
か
さ
れ
た
の
で
、
山
奥
で
生
ま
れ
た
注
目
し
を
浴
び
た
も
の
で
す
。
も
私
達
に
は
静
か
で
心
の
寄
り
ど
こ
~
け
で
も
当
然
の
こ
と
で
あ
る
し
、
一
一
十

平
…
こ
と
が
大
変
恥
ず
か
し
か
っ
た
も
の
そ
れ
以
来
い
つ
も
、
河
辺
村
、
私
の
ろ
に
な
る
ぷ
る
里
H

で
あ
る
こ
と
一
数
年
も
愛
し
み
育
て
た
娘
が
、
好
伴
侶

巴
で
す
。

I

ふ

る

里

喜

り

と

し

、

二

十

五

年

主

主

み

ま

す

。

三

選

び

、

選

ば

れ

て

結

ぼ

れ

る

、

ま

こ

i
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1
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9
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1
j
t
t
t
J
J
J
:
t
j
i
と
に
目
出
度
い
こ
と
で
あ
る
。
相
愛
の

地
植
松
公
館
に
レ
プ
リ
カ
が
贈
ら
れ
ま
し
下
で
楽
し
み
ま
し
た
o

当
日
の
対
抗
積
回
に
よ
る
順
位
は
次
彼
と
娘
が
、
大
き
な
倖
せ
に
向
っ
て
巣

だ

。

ま

た

昼

食

の

時

間

に

は

、

松

山

市

の

の

と

お

D
で
す
o

立
っ
て
ゆ
く
の
に
、
な
ぜ
か
父
親
の
心

な
ん
と
い
っ
て
も
対
抗
種
目
に
な
る
愛
好
者
で
結
成
し
て
い
る
松
山
市
民
吹
優
勝
大
伍
分
館

は
大
き
く
ゆ
れ
る
o
喜
び
と
寂
し
さ
が

と
熱
が
入
り
一
点
ぞ
争
う
好
ゲ
ー
ム
と
奏
楽
団
に
よ
り
、
十
曲
ほ
ど
演
奏
し
て
準
優
勝
値
松
分
館

潮
の
よ
う
に
広
が
り
打
ち
寄
せ
る
。
い

な
っ
て
、
一
時
は
植
松
分
館
と
大
伍
分
い
た
だ
き
運
動
会
が
一
段
と
華
や
ぎ
ま
敢
闘
坂
本
分
館

よ
い
よ
挙
式
の
前
夜
に
な
る
と
、
父
親

館
が
同
点
に
な

D
、
こ
れ
を
坂
本
、
北
し
だ
o

努
力
北
平
分
館

の
心
境
は
極
限
に
達
し
て
く
る
が
、
家

平
分
館
が
追
い
あ
げ
て
優
勝
の
子
想
が

族
と
し
て
の
巌
後
の
晩
餐
で
あ
り
、
強

ま
っ
た
く
つ
か
な
い
接
戦
に
な
る
党
景

い
て
父
親
ら
し
く
振
る
舞
い
、
や
た
ら

も
見
ら
れ
ま
し
た
。

と
酒
を
飲
ん
で
誤
魔
化
そ
う
と
す
る
o

幼
児
か
ら
老
人
ま
で
を
対
象
に
い
ろ

ん

な

種

目

が

と

び

出

し

、

終

日

秋

空

の

家

族

の

者

も

察

し

て

い

る

の

か

、

余

り

止
め
だ
て
し
な
い
。
娘
も
心
復
て
、
「
お

父
さ
ん
お
母
さ
ん
、
長
い
間
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
」
等
と
言
わ
な
い
よ
う
に

し
て
い
る
。
お
蔭
で
涙
も
ろ
い
私
も
、

子
供
達
の
前
で
は
恥
を
か
か
ず
に
通
し

て
き
だ
o
し
か
し
、
就
寝
し
て
か
ら
の

私
達
夫
婦
は
、
明
日
嫁
ぐ
娘
の
、
幼
な

い
頃
か
ら
の
成
長
の
過
程
を
追
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
匙
え
る
想
い
に
寝
つ
か
れ

ず
、
娘
の
倖
せ
を
無
言
の
裡
に
祈
D
な

が
ら
、
明
日
の
挙
式
で
は
流
せ
な
い
涙

を
流
し
つ
づ
け
た
も
の
で
あ
る
0
(
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室富量会大第
十
四
回
村
民
運
動

会
が
十
月
十
日
、
河
辺

中
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

前
日
は
準
備
の
途
中

か
ら
雨
と
な
D
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
、
当
日
は

う
そ
の
よ
う
に
晴
れ
あ

が
り
、
朝
は
グ
ラ
ン
ド

整
備
で
予
定
よ
り
一
時

間
お
く
れ
て
十
時
よ
り

開
会
式
、
大
会
長
あ
い

さ
つ
に
続
い
て
大
伍
分

館
か
ら
優
勝
旗
の
返
還

が
あ
D
、
ま
た
村
民
運

動
会
三
年
連
続
優
勝
を

遂
げ
た
大
伍
分
館
と
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
優
勝
の

分館対抗種自縛点衰

ポレ
j2玉け

年リ 竹 破リ f専か年リ あじ カ競

テ!
ろ代レ 川ll1リ

レ せ代レんよ
" 

7が 競 ょう
トス 脚り ムし 日It~ 走 宇|点ぎ 別リ』 はず パ走

古紙 1 1 4 4 1 4 1 1 2 3 1 4 2 1 2 1 128 1 

坂本 4 1 1 3 1 2 3 1 4 2 I 2 3 1 1 2 127 

大伍 3 I 3 2 1 3 2 1 3 4 I 3 4 1 3 3 133 

北中 2 1 2 111 4 1 1 111 1 1 4 4 122 

.. 

ゃね laし

気はあせれどお皿が気になるカッパ競走



ろ
ぴ
、
終
日
な
ご
や
か
な
ム
l
ド
い
っ

ぱ
い
の
各
会
場
で
し
た
。

〈
米
寿
を
迎
え
た
方
〉

富
永
松
太
郎
(
植
松
)

大
元
鶴
吉
(
日
除
)

佐
久
間
金
吉
(
稲
谷
)

松
岡
満
助
(
帯
江
)

栄
野
カ
子
ヨ
(
長
崎
)

〈
満
九
O
才
以
上
の
方
〉

土
居
徳
衛
(
下
大
成
)
九
O
才

井
上
タ
ダ
ヨ
(
中
大
成
)
九
O
才

高
橋
ス
エ
(
像
谷
)
九
一
才

上
野
イ
シ
ヨ
(
百
合
谷
)
九
二
イ

〈
最
高
令
者
〉

寿
野
兼
太
郎
(
日
其
川
)
九
一
一
一
才

本
年
度
の
対
象
者
一
一
三
一
二
名

「
植
松
地
区

1
八
五
名

一
一
坂
本
地
民
j
一
O
九
名

一
大
伍
地
区
1
六
七
名

戸
北
平
地
区

1
七
二
名

九
月
十
五
H
、
第
十

三
回
目
の
「
敬
老
の
日
」

を
迎
え
、
今
年
も
地
区

別
に
会
場
を
設
け
て
敬

鳥
獣
保
護
及
び
狩
猟
に
関
す
る
法
律

老

の

諸

行

事

が

盛

大

に

の

一

部

を

改

正

す

る

芦

俸

に

よ

hu
狩
猟

行

わ

れ

ま

し

た

。

免

許

制

度

が

次

の

よ

う

に

改

正

さ

れ

ま

午

前

中

は

、

そ

れ

ぞ

し

た

。

れ

の

会

場

に

出

席

し

た

一

、

皆

俸

の

改

正

は

昭

和

五

十

四

年

四

月
十
六
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
。

お
と
し
よ
り
の
う
ち
、

一
一
、
狩
猟
ぞ
行
お
う
と
す
る
者
は
、
毎

八
O
才
以
上
の
方
に
敬

年
狩
猟
を
行
お
、
コ
と
す
る
場
所
を

老

年

金

が

支

給

さ

れ

、

管

轄

す

る

都

道

府

県

知

事

の

登

録

ま

た

式

典

で

は

来

賓

多

を

受

け

、

登

録

税

、

入

猟

税

を

納

数
出
席
の
も
r
で

米

寿

、

入

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

九
O
才

以

上

、

最

高

令

一

一

一

、

登

録

を

申

請

し

た

者

が

次

の

各

号

の
一
に
該
当
す
る
と
き
は
、
登
録

者
の
方
々
に
長
寿
を
祝

や
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

福
し
て
祝
辞
や
記
念
品

付
狩
猟
免
許
を
受
け
て
い
な
い
者
。

の
贈
呈
が
あ

E
ま

し

た

。

同

狩

猟

免

許

が

停

止

中

の

者

。

午

後

は

、

分

館

や

婦

問

狩

猟

に

よ

h
u
生
ず
る
危
害
の
防
止

人
会
に
よ
れ
U

多

彩

な

演

又

は

損

害

の

賠

償

に

つ

き

一

定

の

芸

が

控

露

さ

れ

る

と

お

要

件

を

備

え

て

い

な

い

者

。問
、
狩
猟
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

と
し
よ
り
の
顔
も
ほ
こ

V
A
V
A
-
-
v
A
V
A
V
A
V
A
V
A
V
A
V
A
V
A
V
A
W
A
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O
A
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V
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中
国
は
九
百
六
十
万
平
方
キ
ロ
の
面

わ

中

国

視

察

研

修

を

お

え

て

積

に

十

二

の

震

を

有

し

、

八

億

↓

村

長

稲

田

三

温

億

と

い

わ

れ

る

人

口

も

五

十

四

種

の

民

族
か
ら
な
っ
て
い
る
。

戦
後
三
十
三
年
を
迎
え
た
今
年
八
二
週
間
に
わ
た
っ
て
共
産
党
大
国
中
華
一
九
四
九
年
(
昭
和
二
十
四
年
)
毛

が
月
士
百
、
つ
い
に
歴
史
的
な
日
中
人
民
共
和
国
の
視
察
研
修
を
お
こ
な
い
沢
東
に
よ
っ
て
新
中
国
共
産
党
の
大
国

1

4

友
好
条
約
の
締
結
を
見
る
に
至
D
ま
ま
し
た
o

が
統
一
誕
生
し
、
中
国
の
歴
史
は
こ
こ

し
た
が
、
こ
の
記
念
す
べ
き
年
の
去
そ
の
中
圏
内
状
を
簡
単
に
記
し
、
今
が
起
点
だ
と
い
っ
て
い
る
。

る
、
五
月
十
九
日
に
私
達
「
愛
媛
県
後
三
回
に
分
け
て
掲
載
し
て
み
た
い
と
二
十
二
の
省
と
五
の
自
治
区
、
三
の

日
中
友
好
の
翼
」
|
使
節
団
長
篠
原
思
い
ま
す
。
直
轄
市
に
大
別
さ
れ
、
そ
の
中
に
人
民

県
議
会
議
長
以
下
百
三
十
一
名
が
、
五
+
四
種
の
民
族
か
ら
な
る
大
国
公
社
が
組
織
さ
れ
て
指
揮
は
革
命
委
員

盟

会

が

と

っ

て

い

る

0

(

党
員
を
人
民
と

園

呼

び

、

そ

の

他

は

園

田

と

称

ナ

。

)

園

人

民

公

社

(

役

場

)

の

人

々

は

住

民

国

の

選

挙

に

よ

っ

て

決

め

ら

れ

た

者

が

運

圃

;

営

し

て

お

り

、

将

通

は

一

般

の

人

七

同

園

筆

じ

職

場

で

汗

を

流

し

、

体

撃

の

時

間

等

園

内

で

公

社

の

計

画

が

進

め

ら

れ

て

い

る

の

幽

観

だ

そ

う

で

あ

る

。

幽

参

一T

幽

を

規

作

と

い

え

ば

、

ム

ダ

な

こ

と

は

決

別

問

幽

蝶

し

て

し

な

い

こ

と

で

あ

り

、

交

際

上

の

日

幽

刷

口

数

も

少

な

く

、

衣

服

も

子

供

を

除

け

3

闘幽

性

ば

ほ

ん

}

ん

ど

同

じ

で

、

擦

の

つ

く

り

で

月

畠

日

中

男

女

を

見

分

け

ら

れ

る

程

度

。

持

一

一

芝

、

男

女

は

す

べ

て

平

等

で

あ

り

、

町
一

e
y
L

女
性
が
機
関
士
や
パ
ス
の
運
転
手
と
し

エ
↑
亡

昭

目

て

働

い

て

い

る

の

を

見

か

け

た

。

一一
amvauvA也
守
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A
ω
z
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A
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a
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m
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第 47号

「敬老の日J多彩な行事を催す
一一最高令者は93才一一

J、ミ

者。

六
、
狩
猟
免
許
の
有
効
期
間
法
一
一
年
で
、

全
国
に
適
用
さ
れ
る
。

七
、
既
に
狩
猟
者
講
習
を
受
け
、
昭
和

は
、
住
所
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
五
十
三
年
度
に
狩
猟
免
許
を
受
け

県
知
事
が
行
う
狩
猟
免
許
試
験
て
い
る
者
に
対
す
る
特
例
。

(
狩
猟
に
関
す
る
適
正
、
技
館
、
け
昭
和
五
十
四
年
四
月
十
五
日
狩
猟

知
識
に
つ
い
て
行
う
)
を
受
け
な
免
許
を
受
け
て
い
る
者
で
、
昭
和

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

冗

十

七

年

九

月

十

同

日

ま

で

に

住

五
、
次
に
掲
げ
る
者
は
、
狩
猟
免
許
を
所
地
や
縄
問
轄
す
る
都
道
府
県
知
事

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
が
行
う
講
習
及
び
簿
査
を
受
け
、

川
二
十
才
に
満
た
な
い
者
。
そ
の
寓
査
に
合
格
し
た
も
の
は
、

け
精
神
病
者
、
精
神
薄
弱
者
又
は
顧
問
の
狩
猟
免
許
試
験
に
合
格
し
た

摘

病

者

。

も

の

と

み

な

さ

れ

る

。

け
麻
薬
・
大
麻
・
阿
片
又
は
覚
醒
剤
同
昭
和
五
十
一
品
一
年
度
に
狩
猟
免
許
を

の

中

毒

者

。

受

け

て

い

な

い

者

は

、

狩

猟

者

講

州
こ
の
法
律
等
に
違
反
し
、
罰
金
以
習
終
了
証
明
書
を
所
持
し
て
い
て

上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
で
、
そ
も
、
問
の
狩
猟
免
許
試
験
を
受
け

の
刑
の
執
行
を
終
h
u
、
又
は
刑
の
な
け
れ
ば
狩
猟
登
録
を
申
請
す
る

執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
つ
こ
と
が
で
き
な
い
。

て
か
ら
後
三
年
を
経
過
し
て
い
な
八
、
そ
の
他
不
明
、
不
潔
な
点
は
県
庁

い

者

。

林

政

課

V
へ
は
県
事
務
所
林
業
課
へ

川
狩
猟
免
許
を
取
消
さ
れ
た
者
で
、
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

取
消
後
三
年
を
経
過
し
て
い
な
い

zmwzmvam'hmv-mwAmvamvhmvam留
企
問
留
企

mVAm'Amv
‘mu--mwAmVAmvAmv企
mVAmVAuvamVAU-amvAOVA山
v
a
u
a
m
v
A山
VAωvam'

労
働
は

4

日
八
時
間
で
一
一
一
交
替
制
、

毛
沢
東
の
一
一
一
大
規
律
を
厳
守

農
業
を
除
い
て
は
三
十
四
時
間
だ
れ
か

衝
を
歩
い
て
い
る
と
共
産
党
教
訓
の
は
働
い
て
い
る
の
で
、
パ
ス
も
運
行
し

文
字
が
い
た
る
所
に
書
い
て
あ
D
、
な
保
育
所
等
も
開
設
し
、
入
手
の
不
足
し

か
で
も
「
自
力
更
生
」
の
論
し
は
厳
し
て
い
る
作
業
場
に
限
り
機
械
の
導
入
が

く
背
の
こ
と
は
語
ろ
う
と
し
な
い
。
は
か
ら
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

宗
教
は
建
国
に
不
用
の
お
主
れ
、
大
都
市
に
お
い
て
は
将
来
、
核
兵
捲

数
多
く
あ
る
寺
臨
は
大
衆
の
集
会
所
等
戦
争
を
予
期
し
て
、
人
命
防
衛
の
た
め

に
利
用
さ
れ
て
い
た
。
の
地
下
擦
が
作
ら
れ
年
々
航
張
し
て
い

人
の
集
ま
る
所
や
一
般
家
胞
の
室
内
る
と
い
う
。

に
至
っ
て
も
、
正
面
に
華
国
峰
首
席
と
北
京
で
見
た
も
の
は
、
延
々
一
-
一
キ
ロ

毛
沢
東
、
左
右
に
馬
克
思
・
列
蜜
・
斯
に
わ
た
D
電
気
・
飲
料
水
・
食
糧
・
医

大
林
・
恩
格
斯
の
各
写
真
が
掲
げ
ら
れ
薬
・
空
気
浄
化
等
の
施
設
が
や
長
C
れ、

て

い

る

。

数

分

間

に

し

て

街

の

人

々

は

こ

の

中

に

故
毛
沢
東
は
三
大
規
律
の
厳
守
を
強
避
難
で
き
る
と
話
し
て
い
た
。

く
国
民
に
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
仕
事
は
公
務
時
間
外
に
奉
仕

一
つ
、
一
糸
一
針
た
り
と
い
え
ど
も
他
と
し
て
作
ら
れ
る
そ
う
で
あ
る
。

人
の
劫
を
盗
む
な
。

農
業
の
近
代
化
を
重
点
に
促
進

ニ
つ
、
す
べ
て
の
生
産
物
は
公
益
で
あ

り
国
の
も
の
で
あ
る
。
私
達
は
国
の
重
要
政
策
に
つ
い
て
た

三
つ
、
代
表
者
の
指
揮
に
は
絶
体
服
従
ず
ね
て
み
た
。

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
第
一
に
は
や
は
り
農
業
の
近
代
化
、

こ
れ
ら
の
一
二
大
規
律
が
徹
底
し
て
守
ら
次
い
で
工
業
の
発
展
、
科
学
技
術
の
開

れ
て
い
る
の
が
う
か
が
え
た
。
発
、
そ
し
て
防
衛
施
設
の
強
似
だ
」
と

ま
た
、
食
糧
が
平
等
に
配
給
さ
れ
て
答
え
て
い
た
。

い
る
の
で
乞
食
者
や
無
職
者
は
一
人
も
さ
ら
に
、
闘
っ
て
い
る
問
題
は
な
い
か

い
な
い
と
自
慢
し
て
い
た
。
七
の
質
問
に
対
し
て
:
:
・
。
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狩
猟
免
許
制
度
が
改
正

本
年
は
、
郵
政
省
が

昭
和
二
十
八
年
に
地
方

公
共
団
体
に
対
す
る
簡

易
保
険
資
金
の
貸
付
け

を
再
開
し
て
か
ら
三
十

五
周
年
目
に
あ
た
D
ま

す。ま
た
、
大
正
五
年
に

創
業
さ
れ
た
「
郵
便
周

の
簡
易
保
険
」
は
本
年

十
月
で
六
十
二
年
ぞ
迎

え
、
保
有
契
約
件
数
五

千
万
件
、
契
約
保
険
金

額
一
二
十
八
兆
円
、
保
有

資
金
量
(
簡
保
資
金
)

は
十
兆
円
の
大
台
ぞ
超

え
ま
し
た
。

郵
政
省
で
は
、
こ
の

簡
易
保
険
資
金
を
公
共

の
利
益
と
資
金
の
地
方

還
元
を
図
る
た
め
、
県

や
市
町
村
等
の
地
方
公

〆 -'t

。カ

i
ブ
ミ
ラ

1
4
九
四
ケ
が
す
っ
き
り
と

・
青
年
が
奉
仕
作
業

日
頃
、
安
全
運
転
に
一
役
買
っ
て
い

る
。
ヵ
1
ブ
ミ
ラ
1
8
を
青
年
の
手
で

き
れ
い
に
し
よ
う
と
話
が
ま
と
ま
b
、

去
る
九
月
十
七
日
の
日
曜
日
、
早
朝
か

ら
小
西
弥
寿
夫
青
年
団
長
を
先
頭
に
十

二
名
が
清
掃
を
開
始
。

維
巾
バ
ケ
ツ
片
手
に
村
内
一
一
一
一
一
加
を

、企

m'am--AU
，A凶
VAmVAmVAωvamVAmvAUvamv-mv企
m
w

共
団
体
及
び
公
社
、
公
団
等
政
府
関
係

機
関
に
貸
付
け
て
い
ま
す
。

愛
媛
県
下
の
市
町
村
並
び
に
河
辺
村

に
は
次
の
よ
う
な
事
業
に
簡
易
保
険
資

金
が
使
わ
れ
て
お
D
、
明
る
い
豊
か
な

町
づ
く
D
に
大
い
に
役
立
っ
て
い
串
手
。

愛
媛
県
下
市
町
村
に
対
す
る
貸
付
状
況

八
月
末
現
在

住

宅

二

一

、

五

六

二

百

万

円

生
活
環
境
整
備
五
、
二
四
四
百
万
円

厚

生

福

祉

二

九

一

百

万

円

文

教

二

、

冗

八

九

百

万

円

農

林

漁

業

二

五

二

百

万

円

国
土
保
全
災
害
復
旧二、

O
九
一
百
万
円

運
輸
通
信
一
一
、
九
七
三
百
万
円

地
域
開
発
一
、
九
一
八
百
万
円

計
三
六
、
九
二
O
百
万
円

う
ち
、
河
辺
村
に
対
す
る
貸
付
状
況

文
教
施
設
|
四
一

O
万
円

地
域
開
発

l
一二
O
六
O
万
円

うけ方

や
さ
し
い
よ
う
で
む
ず

か
し
い
の
が
電
話
の
か
け

方
・
う
け
方
で
す
。
よ
い

印
象
を
与
え
る
た
め
次
の

ポ
イ
ン
ト
を
心
得
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

V
か
け
方
の
ポ
イ
ン
ト

会
ダ
イ
ヤ
ル
前
に
電
話

番
号
を
確
か
め
て

食
用
件
は
前
も
っ
て
盤

理
し
て
お
く

会
ダ
イ
ヤ
ル
は
指
止
め

ま
で
正
確
に

食
電
話
に
イ
ラ
イ
ラ
、

セ
ッ
カ
チ
は
禁
物

大
相
手
の
つ
ご
う
を
闇

い
て
か
ら
話
す

食
相
手
が
自
の
前
に
い

る
気
持
で

除
中
で
切
れ
た
ら
、

正しい電話のかけ方・

"* 

走
D
巡
っ
て
、
掘
で
汚
れ
た

H

ミ
ラ
l
o

九
問
ケ
を
洗
い
流
し
、
青
年
遼
は
す
っ

か
D
き
れ
い
に
な
っ
た

J
、コフ

l
u
に

姿
を
写
し
て
、
奉
仕
の
後
の
爽
快
き
を

味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
数
日
後
に
は
、
す
ぐ
ホ
コ
リ

ま
み
れ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
「
年
に

何
回
か
奉
仕
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
な
に
ぷ
ん
広
範
囲
な
た
め
入
手
も

足

υず
、
今
後
は
汚
れ
た

H

カ
i
ブ
ミ

ラ
i
o
の
前
を
通
り
か
か
っ
た
人
が
率

先
し
て
、
汚
れ
や
く
も
り
を
拭
く
習
慣

を
つ
け
る
よ
う
住
民
会
員
が
心
が
け
る

必
要
が
あ
る
己
と
い
う
声
が
青
年
遥
か

ら
出
て
い
ま
し
た
。

か
け
た
方
か
ら
か
け
な
お
す

女
話
し
中
で
あ
れ
ば
三
分
間
待
っ
て

か
け
な
お
す

V
う
け
方
の
ポ
イ
ン
ト

女
ベ
ル
が
鳴
っ
た
ら
す
ぐ
阜
、
名
の
る

会
メ
モ
を
と
る
習
慣
を
つ
け
る

ム
H

と
h
u
つ
ぎ
は
ス
ピ
ー
デ
ィ
に

会
電
話
の
感
度
は
パ
ツ
グ
ン
、
つ
つ

抜
け
に
注
意

会
受
け
た
電
話
は
扇
子
弔
仇
く
手
短
か

食
タ
ラ
イ
回
し
は
絶
対
に
禁
物

な
お
、
大
洲

4
i
b
o
o
o番
を
一

度
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
じ
よ
う
ず
な
電
話
」
「
電
話
の
マ
ナ

l
」
な
ど
を
無
料
で
お
聞
か
せ
し
て
お

D
ま
す
。

内
容
は
毎
週
変
え
る
よ
う
に
し
て
お

D
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

大
洲
電
報
電
話
局

消

息
ヘ
自
白
・

8
-
H

Y

至
日
・
叩
・
叩

(
出
生
)
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

露

内

父

感

光

長

岡

誠

光

用
の
山

H

修

本

田

大

輔

植

松

H

清

高

向

井

治

喜

H

H

H

英
喜

中

居

H

寛

片

山

文

生

(
結
婚
)
末
な
が
く
お
幸
せ
に
。

へ
二
宮
守
(
日
其
川
)

f

古
手
川
重
美
(
野
村
町
)

(
死
亡
)
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
。

橡

谷

藤

岡

吉

之

進

九

一

才

上
名
場
連
今
岡
長
八
七
九
才

川

崎

中

村

和

敏

三

才

上

大

成

冨

永

永

代

七

一

才 カーブミラーの清掃に励む青年達


